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“クビにされやすい正社員（「限定正社員」）”は許さない！“クビにされやすい正社員（「限定正社員」）”は許さない！ささ許さ許 ななさなさ許さ許 いいいいななないさなさなさなさなさ許許許さ許ははは なは なななななははは許さないは許さないささは許さなは許さなななな許さ許さ許ささなさははは許さない！
安倍政権は、勤務地や仕事内容が限定された働き方をする人を「限定正社員」と名付け、そ
うした人をクビにしやすくするルールを作ろうとしています。
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“クビ切り自由化”は許さない！“クビ切り自由化”は許さない！“クビ切り自由化”は許さない！“クビ切り自由化”は許さない！“クビ切り自由化”は許さない！“クビ切り自由化”は許さない！“クビ切り自由化”は許さない！
安倍政権は、たとえ「クビは無効！」と裁判で労働者が勝っても、会社がお金さえ支払えば
その労働者をクビにできる仕組みを作ろうとしています。

“残業代不払い制度”の導入は許さない！“残業代不払い制度”の導入は許さない！“残業代不払い制度”の導入は許さない！“残業代不払い制度”の導入は許さない！“残業代不払い制度”の導入は許さない！“残業代不払い制度”の導入は許さない！
安倍政権は、何時間残業させても会社は残業代をまったく支払わなくてOKとする「ホワ
イトカラー・イグゼンプション」という制度を導入しようとしています。

こんなルールができると

こんな仕組みができると

こんな制度ができると
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改悪を許すな！
労働者を踏み台にするのは許さない！

「安倍政権は、金持ち経営者ばかり集めて、
 当事者である労働者の意見をいっさい聴かずに、
 労働者をクビにしやすくする方法などを
 勝手に決めようとしています。」

会社が勝手に勤務地（職場）や仕事を無くしたうえで「限定正社員」として働
く人をクビにしても、文句ひとつ言えなくなります。自分の希望にあった働
き方が可能になる制度にも見えますが、「クビにされやすい正社員」となっ
てしまうリスクも大きいのです。

不当にクビにされていた労働者は、裁判に勝ったのだから元の職場に戻れ
て当然。しかし、本人がどれほど職場復帰を望んでも、会社がお金さえ支払
えば、結局、クビになってしまいます。労働者の気持ちはまったく無視され
る、とても理不尽な仕組みです。

労働者はどれだけ長時間の残業をしても、残業代を受け取ることができな
くなってしまいます。「ただ働き」となるうえに、長時間労働にも拍車がか
かることでしょう。ワーク・ライフ・バランスをまったく無視した制度です。

労働者保護
ルールの

労働者保護
ルールの



「クビ切り自由化」となる仕組みって、具体的にはどんなもの？

これは「解雇の金銭解決制度」と呼ばれています。

安倍政権が唱える「成熟産業から成長産業への労働移動促進」
という考え方の、どこがいけないの？
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議論の順序が逆！労働者の受け皿となる成
長産業を創り出すことが先です！！
安倍政権は、雇用の受け皿となる成長産業をどう生み出すかといった
議論をせず、成熟産業から労働者を放り出すためのクビ切りのルール
作りばかり議論しています。「魅力のある成長産業へ移ろう」といった
耳当たりのよい建前に、簡単にだまされてはいけません。本当に魅力
ある成長産業が実現したなら、政府が無理やり促さなくても労働移動
はおのずと起こります。

経営者が言うように、日本において労働者をクビにす
ることは他の国に比べて難しいの？

いいえ、そんなことはありません！！

「クビにされやすい正社員（「限定正社員」）」って
どういうこと？

仕事内容や勤務地、労働時間など
が限定された正社員のことをい
います。
「ジョブ型正社員」や「準正社員」など、色々な呼び方がされ
ています。この仕組みが、働く人の希望にあった形で運用
されたり、パートや契約社員である人が正社員へステップ
アップしていくために使われたりするのならばよいので
すが、実際にはそうならない大きな危険があります。
たとえば、勤務場所や仕事内容を限定していた場合、会社
が勝手にそうした勤務地（工場や事務所等）などを無くしてしまったのだとしても、これまでと違って正社員なのに簡単にクビ
にされてしまうのです（本当なら会社が努力して新しい勤務地や仕事を準備しなければなりません）。安心して働くことができ
なくなる仕組みだと言えるでしょう。

○労働時間ルールの緩和
○労働者派遣ルールの緩和
○有料職業紹介ビジネスのルールの緩和
など、安倍政権では労働者保護の仕組みを改悪して、
いまだ深刻な社会の格差をさらに拡大させるような
動きが続いています。

受け皿がなくて
どうやって労働者を
受け入れるんだよ〜

具体的には、不当にクビにされた労働者が裁判所に訴えて「解雇は無効！」と
の判決を勝ち取ったとしても、そのあとで会社がお金さえ支払えば、結局は労
働者をクビにすることができると
いう仕組みです。こんな仕組みが
できれば、会社にとっては怖いも
のなし！裁判で負けるリスクなど
お構いなしに、どん
どんクビ切りを行
うようになるで
しょう。

連合 日本労働組合総連合会
連合ホームページ
連合フェイスブックページ
連合モバイルサイト
連合ツイッターサイト

URL. http://www.jtuc-rengo.or.jp/
http://www.facebook.com/jtuc.rengo
http://m.jtuc-rengo.or.jp/
https://twitter.com/unionion
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各国の雇用保護に関する規制の強弱（2008年）
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資料出所：OECD.stat

OECDという国際機関が、世界 30ヵ国における解雇のし
やすさを調査しています。その結果によれば、日本での解雇
のしやすさは、なんと30ヵ国中で 7番目。世界的に見れば、
日本はむしろ労働者をクビにしやすい国だということです。
それなのに、経営者の誤った思い込みに基づいてもっと簡単
にクビ切りができるルールを作ろうとするなんて、決して許
されません！
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クビにされやすい正社員クビにされやすい正社員
この工場閉めるから
キミたちクビね！

唱える「成熟産業から成長産業への労働移動促進」
方の、どこがいけないの？

政権が唱安倍政安
という考え方とというと

論の順序が議論 逆！労働者の受け皿となる成

成熟産業→成長産業成熟産業→成長産業
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判決！
解雇無効！

カネ払えば
クビにできるもんね！


